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第 2 章は Thurstone ， L.L.の等現間隔法に基づき安全態度調査票の作成を行った。乙の調査票は産業
現場，交通場面の安全という問題に限定されることなく，一般の人びとの安全態度を測定する乙とをも
狙ったので，日常生活場面における不安全行動，事故などに関する意見から構成されていることが特色
である口等質の A スケーノレ B スケールが作られた。







第 E部安全態度と性格及び Risk-taking 行動
第 4 章安全態度と性格
第 5 章安全態度と Risk-taking 行動




第 4 章は等現間隔法による安全態度調査票を用いて態度良好群と不良群の 2 群に分け，性格や要求水
準の面でどのような違いがみられるかを調べた口その結果，安全態度不良群に攻撃的傾向の強い性格特
徴やjレー jレ・規則に対する順応度が低いなどの特性が見出された。なおこ乙で用いられた要求水準検査
は， Cassel , R.N. の考案になる「集団用要求水準検査J を我われが日本版lζ標準化した作業検査である。
第 5 章は電気ショックという危険事態を設定し，安全態度調査や質問紙でとらえる Risk- taking(判
断調査)と行動場面での Risk-taking がどのような関連をもつかを実験的に調べたものである口実験
装置は注意配分検査器にタイマーっき電気ショック装置を連結したものが使用された。実験の結果，安
全態度と Risk- taking の聞には有意な傾向が認められたものの，判断調査，注意配分検査と Risk-
taking の聞には特別な関係が見出せなかった。






第 7 章 安全態度とリーダーシップ行動
第 8 章 事故防止対策への一つの試み
どのような組織集団においても，生産と能率，人間関係の和を左右するものは管理監督者のリーダー
シップである。リーダーシップと生産性との関連を扱った研究調査は数多 ~\o 第 I 部で試作した安全態
度調査票の有効性を確認すると同時に， リーダーシップ・スタイ lレと安全態度の関連を検討したのが第
皿部である。






































の退避距離も小さ ~\o しかしながら，正面前方，左斜め前方の 2 方向へ退避した場合の退避距離は大き
• 9 
く，安全圏を考慮する際の一指針を示すものと思われる。
論文の審査結果の要旨
本論文は，日常生活，産業・交通場面等で発生する事故に対応する，人間の安全態度について基本的
研究を行うとともに，危急の状況下発生する退避行動の特性を実験的に研究し，両者を総合して，事故
対策の規範を示そうとしたものである。
そもそも，事故は常に多数の要因の組合せのもとで発生する。そのため，当然事故が起きても不思議
ではないような条件下でも，それが発生しない乙ともあり得る口したがって，事故の原因の究明とその
対策の樹立は，多方面かっ統一的に行わなければならない。本研究は，一見，断片的諸論文を集録した
印象を与えるかもしれないが，乙れは上述の事故研究が多面性にならざるを得ない宿命から必然的に発
生したと考えられる。
論文は，第一部において，安全態度の調査法を確立すべく努力している。乙乙で扱われるのは集積評
定法，等現間隔法，意志気質調査法の試作に関する過程と成果である。いずれの方法も完全に標準的な
手続きを踏み，それぞれの妥当性がかなり高い手法となり得ることが立証されている口各方法とも，項
目が常識的な診断目録であるが，普通の人間の行動特性の把握が目標である以上，ことさらに特異な調
査方法をとるよりも望ましい態度といえよう。
ついで，安全態度と性格に関する研究が， リスク・テイキングを中心課題として行われる。これは危
険な状態の中に本人があえて入りこんでいく場合のように，成功する確信なしに行動にとりかかる傾向
をいう。本論文においては，要求水準の高低による規則への順応度と実験室内および実際行動場面のリ
スク・テイキングとの関連が検討され， リスク・テイキング行動の生起は，判断調査，注意配分検査に
よりある程度予測が可能であると結論されている。さらにあるタクシ一会社において優良運転手群と事
故運転手群とについて，上記の調査が行われ，検査の妥当性が著明であることが立証された。
ついで，本論文は組織心理学の立場からリーダーシップを問題とし，監督行動不足(放任)型リーダ
ーと，同過剰(権威)型リーダーとを分類し，両者の下にある運転手の行動を検討し，その結果を種々
のアングlレから分析したが その際いずれの型のリーダーも安全意識が一般に低く，事故発生原因が常
に作業者の不注意に帰せられている事実を発見した。そのため， リーダー，運転手のそれぞれ，あるい
は両者をともにしてカウンセリングを行い，その内容，効果について克明に記録し，カウンセリングの
有効性を解明している口
最後に，本論文は教室内で異常事態が発生した場合，および突然落下物に遭遇した場合について，こ
れらの場合の退避行動について精密な実験的研究を行っている。そしてその結果に基づき，人間工学的
対策とともに避難訓練の重要性を提言している。
以上，本論文は，事故を多くの面から研究し，専門家のみならず，実務家に対しても見るべき効果を
あげた。その内容は平明かっ高度なものであって， 学術博士の学位を授与するのに充分であると判定する。
-10-
